
市場環境・リスクと機会

日本は、ますます
働く人も買う人も減る

当社は、中長期経営構想の策定にあたり、2050年の長期的な社会の変化を踏まえ、バックキャスティングの視点を取り入れて、
課題認識を行いました。また、2030年の市場変化についても検討し、モビリティ価値の変容、サステナビリティ課題の深刻
化やデジタル技術の進展などが大きく事業活動に影響すると考えています。

当社は、サステナビリティ課題も踏まえた経営リスクを特定し、その軽減に努めています。具体的な内容は有価証券報告書に記載し

ています。機会については、電動化やカーボンニュートラルへの移行をはじめとし、以下のように認識しています。気候変動に関する

リスクと機会については、TCFDに基づく開示を行っています。

市場環境認識

2050年
社会の

メガトレンド

モビリティの未来

世界でも進む
少子高齢化

人口は、中東・アフリカ、
GDPはアジアが急成長

「水」「食料」「資源」が
大きな課題に直面

気候変動で極端な
高温、豪雨、干ばつが増加

加速度的に進化する
AI・デジタル技術

バリューチェーンは垂直統合
と水平分業の2極化へ

モビリティ価値の変容
（BEV・CASE）

自動車販売台数は
引き続き伸びる見込み

自動車市場は成長も、
付加価値構造は変化

都市化が加速
働き方の主権は
企業から個人へ

人口は約90億人に

次世代の
価値観の変化

リスクと機会

リスク 機会
事業活動リスク

金融・財務リスク

気候変動リスク

人権リスク

コンプライアンスリスク

人事・労務リスク

安全・環境規制の強化

自動車市場の成長

自動車の構造転換

AI・IoTの活用

省エネ・軽量化

カーボンニュートラル
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